












Account Charts and Principle of Bank Bookkeeping Science Introduced by 
Lin Xie and Sen Meng
	 	 	 	 小　林　正　典
	 	 	 	 Masanori	Kobayashi
?Abstract?
This paper presents a study of the account charts and the principle of Bank Bookkeeping by Lin Xie and 
Sen Meng, which introduced double-entry bookkeeping and illustrated the application of the method to 
the banking industr y. Lin Xie and Sen Meng wrote that book consulting some Japanese bank 
bookkeeping textbooks by Itsutaro Morikawa and others, working around the difficult principle of bank 
bookkeeping science and the difference of Chinese character.
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ととなる。清仏戦争（1884 〜 85 年），日清戦争










































































































　なお，1992 年復刻版の扉の 2 枚目には，縦書




































































があるが，これは 1900（明治 33）年の 4 版から
書名が『修正銀行簿記學 19）』に改められている。






ては『実践銀行簿記法』が 1904（明治 37）年 4
月に立花寛蔵（大倉高等商業学校初代校長）校閲
の形で三省堂から出版されており，同修正 2 版が



































1898（明治 31）年 11 月 5 日に初版の『應用銀行
簿記學』が「定價金九拾錢」で発行されてから






館出版）は，初版が 1892（明治 25）年 3 月 30 日
に出版され，それから 1902（明治 35）年 2 月 20
日の 6 版発行までに 10 年近く経っている。『應用
銀行簿記學』の初版と同年の 6 月 13 日に出版さ
れた勝村榮之助の『銀行會社簿記學原理』（萬松
閣出版）については，2 版が 1901（明治 34）年














　ちなみに，1890（明治 23）年 8 月に発布され
た銀行条例は，商法実施の延期にともないその実








（明治 32）年 6 月 8 日の大蔵省令第 23 号および
翌年 3 月 12 日の大蔵省令第 3 号をもって，それ
ぞれ銀行条例施行細則の一部が改正されてい
る 25）。森川の『應用銀行簿記學』は 1900（明治
33）年 2 月 25 日に訂正 3 版が出たものの，まも
『和光経済』第 52 巻第 2 号46


















があるが 28），1906（明治 39）年 4 月から翌年 4
月の間は確実に日本に滞在していたようであ
る 29）。既述の通り，『銀行簿記學』の序文で孟森

















































9 9 9 9 9 9 9
れを集めて需要ある處に之れを散し
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
，以て金融














9 9 9 9 9 9
係すべからざる特性を有するものなりとす
























4 4 4 4 4 4 4
れを集めて需要ある處に之れを散し
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，以て金融






4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
る目的物ありて始めて商業の成立するが如く
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，
金錢なる目的物ありて始めて成立するを得べく
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，
又他の事業に關係すべからざる特性を有するも
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
のなりとす















9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
」，
「又金錢以外に關係すべからざる特性を有するも
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
のなりとす









4 4 4 4 4 4 4 4
」，「又他の事業に關係
4 4 4 4 4 4 4 4
すべからざる特性を有するものなりとす






















9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
る機關なり
9 9 9 9 9
」，「又金錢以外に







































































































































































































































































































『修正銀行簿記學』（28-29 頁） 『銀行簿記學』（23 頁）





爲替上の資產 他店 滙兌上之資產 他店
支店 支店
預け金 存款
株主に對する資產 拂込未濟資本金 對於股東之資產 未入資本金








『修正銀行簿記學』（27-28 頁） 『銀行簿記學』（22 頁）






爲替上の負債 仕拂送金爲替手形 滙兌上之負債 滙來滙票
他店 他店
支店 支店
資金補充上の負債 借用金 活本 借用金





『和光経済』第 52 巻第 2 号52






































































9 9 9 9
必ず原因あり
9 9 9 9 9 9
，失ふも亦必ず其原因あり










9 9 9 9 9 9
，一方に受
9 9 9 9
くるところあれば他方に失ふところあり




































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，及失ふところのものは
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，
其實際の價値に甲乙あるやも知るべからずと雖








0 0 0 0 0 0 0
，十を出せば十を得るものとし
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，
常に兩々相對して一釐一毫の差違無しとするに






































































9 9 9 9 9
（『銀行簿記學』
『和光経済』第 52 巻第 2 号54
25 頁）
　前半部分の「實際雖不可必








































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，或は之れを
0 0 0 0 0
貸と云ふを得べく
0 0 0 0 0 0 0 0
，主とすべきのもなくして借
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
貸なる語の生ずべき理なし






9 9 9 9 9 9 9 9
必定其孰爲主





























































9 9 9 9
乃中間有一營業主


































































































9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
ハ借主トナル
9 9 9 9 9 9
」，「總テ授ケタルモノノ價ハ貸主ト






















9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
（即ち帳簿の持




9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
貸とは主とすべきものゝ營業主
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
（即ち帳簿の持

























































9 9 9 9
其可計之數
9 9 9 9
即金錢之値也
9 9 9 9 9
此
値孰與之
9 9 9 9
即金錢與之






9 9 9 9 9 9 9
而
營業主自立於借之地位矣



















































































































9 9 9 9 9 9
以
出世法觀之
9 9 9 9 9
則本來無別
9 9 9 9
直無由析而二之也

































9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
，特に之れ
9 9 9 9
に特種の取扱を與へ
9 9 9 9 9 9 9 9 9
，日記帳の如きも金錢出納
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
帳の性質を附與し
9 9 9 9 9 9 9 9
，金錢を主として記帳の法を
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
司るを以て初學者の誤解をして益深からしむる
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
ことあり
9 9 9 9
，されど是れ金錢が特種の性質を有す
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9













9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
，例へば單に勘定の振替
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
に止まるが如き取引にても
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
，一方の相手たるべ
9 9 9 9 9 9 9 9
きものは
9 9 9 9
，之を金錢と假定し
9 9 9 9 9 9 9 9
，如何なる取引も
9 9 9 9 9 9 9
一方には必ず金錢の伴ふありとして取扱ふを原










9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
亦於對面一方






9 9 9 9 9 9
一方必伴以金錢
9 9 9 9 9 9
此爲一定之




























































































9 9 9 9 9 9
猶商業之於商品
9 9 9 9 9 9
商業之營業者以金











9 9 9 9 9
則商品為營業者之


















9 9 9 9 9
則
金錢為營業者之






























































現金　¥500 0 04 4
貸方























『和光経済』第 52 巻第 2 号60
図表 6










貸付金　¥10,000 0 04 4
貸方































當座預金　¥500 0 04 4
貸方








當座預金　¥500 0 04 4
現金　      ¥500 0 04 4
貸方
現金　      ¥500 0 04 4
定期預金　¥500 0 04 4
借方
貸付金　1,500,-
金銀 　  1,500,-
貸方
金銀　　 　  1,500,-
無定期存款　1,500,-
即 ｢當座預金｣ より金五百圓を ｢現金｣ にて








定期預金　¥500 0 04 4
貸方



























































論集 No. 3』（2011 年 3 月，49-54 頁）の中で，『銀行簿記學』
と著者の谢霖について詳細な紹介と考察を行っている。な
お，2009 年に立信会計出版社から復刻版（谢霖・孟森编著

















1990 年 1 月，436 頁）がある。ここでは数行程度の簡単な
記述しかないが，津谷は後に『中国会計史』（税務経理協会，
1998 年 5 月）を著し，その中で謝霖と孟森の『銀行簿記學』
を紹介するとともに，1992 年復刻版から数頁の複写を掲載
している（同書，90 頁，93 頁及び 94 頁）。以上の他，邵藍
蘭は前掲 1 の他に「民国時期における日中会計の交流」『札




文書院記念報 Vol. 26』（2018 年 3 月，76 頁）においても，
『銀行簿記學』の紹介がある。
3） さねとう・けいしゅう『増補中国人日本留学史』くろしお
出版，1981 年 10 月，32-33 頁。
4） 杨早「清末民初为何扎堆留学日本」腾讯网 2016 年 7 月 5 日
― 来 源「 北 京 晚 报（ 徴 博 ）」〈https://cul.qq.com/a/ 
20160705/018920.htm〉2019 年 11 月 7 日 参 照。 同 記 事 は
『记者观察 2017 年 05 期』87-89 頁にも収録されている。
5） さねとう・けいしゅう，前掲書 3，55-64 頁。
6） 市川紀子「第 2 部 簿記教育のむかし，第 1 章 簿記教育の
淵源」上野清貴監修『簿記のススメ―人生を豊かにする知
























1981 年 05 期』1981 年 5 月，12 頁。
10） ちなみに，今西春秋が孟森の逝去を悼んで『東洋史研究』
に寄稿した「孟森氏の訃」（『東洋史研究第四巻（2）』1938



















12） 初版では，江蘇 孟森・謝霖編纂『商業銀行學彙編 第三册 





信 録 』 デ ー タ ベ ー ス〈http://jahis.law.nagoya-u.ac.jp/











館典拠データ検索・提供サービスによると，1917 年 10 月 8











9 9 9 9
出於委巷里耳










9 9 9 9 9 9
會長爲大坂高等
9 9 9 9 9 9
商業教頭原圭南君
9 9 9 9 9 9 9 9
」（『銀行簿記學』敍 6 頁）。











18） 森川鎰太郎『應用銀行簿記學』同文館，1898 年 11 月。
19） 森川鎰太郎『修正銀行簿記學 第十一版』同文館，1905 年 2
月。
20） 森川鎰太郎『銀行簿記教科書』同文館，1906 年 4 月。
21） 原本の入手は容易ではないが，米田喜作著，立花寛蔵閲
『実践銀行簿記法』（三省堂，1904 年 4 月），同修正 2 版




同文館出版，2014 年 10 月，144 頁。
23） 久野秀男「日本近代会計成立史論考（1）」『学習院大学経済






1976 年 2 月，194 頁。
26） 『應用銀行簿記學』と『修正銀行簿記學』の目次は次の通り。
第壹章 銀行の業務，第貳章 取引の分類幷勘定科目（第一 
負債に屬する勘定科目，第二 資產に屬する勘定科目，第三 
損益に屬する勘定科目），第參章 借貸の理幷銀行簿記の特
質，第四章 傳票，第五章 帳簿の組織（第一 主簿，第二 補
助簿），第六章 勘定報告書，第七章 利足計算法，第八章 實





貳章 取引之分類幷款項名目（第一 屬於負債之款目，第二 
屬於資產之款目，第三 屬於損益之款目），第參章 借貸之理
由幷銀行簿記之性質，第肆章 傳票，第伍章 帳簿之組織
（第一 主簿，第二 補助簿），第六章 往來帳目報告書，第七
章 利息計算法，第八章 實踐（第一 取引，第二 决算，第三 
報告，第四 分配利益），帳簿。
28） 詳しくは，承红磊「孟森早期史事考略」『史林 2012 年第 5
期』2012 年 10 月，124-136 頁。
29） 同上，127 頁。
30） 邵，前掲 1，52 頁。
31） 『銀行簿記教科書』の目次は次の通り。第一章 總論（第一 







組織，名稱，第二 補助簿，第三 帳簿の分掌，第四 帳簿の
保存）（小林注：原本では「第二 帳簿の分掌，第三 帳簿の
保存」となっているが，誤植であろう。）， 第九章 諸報告書

















37） 森川，前掲書 19，168 頁。
38） 杨时展，前掲書 1，166 頁。








の The Logic of Accounts; ････（1873）では、1. All Value 




て―」『研究紀要第 62･63 合併号』2015 年 2 月，49 頁。
43） 佐野善作『商業簿記教科書』同文館，1897 年 8 月，22 頁。
44） 下野直太郎『簿記精理』下野直太郎，1895 年 4 月，23-24 頁。
45） 小野正芳「下野直太郎と収支簿記」上野清貴編著『日本簿
記学説の歴史探訪』創成社，2019 年 3 月，5 頁。
46） 大原信久講述『原理應用日本簿記法解式第壹號』簿記學研
究會通信部，1895 年 9 月，45 頁。
47） 同上，45-46 頁。
48） 勝村榮之助『銀行會社簿記學原理』萬松閣出版，1898 年 6
月，28-29 頁。
49） 森川，前掲書 19，33 頁。
50） 訳文は次の通り。「蓋金錢之爲物。常居他物之對面
9 9 9 9 9 9
物値若干。
即以金錢償之。故初學者意中
9 9 9 9 9
常以此爲一種特別之物






















説の研究」『一橋大學研究年報商學研究第 3 巻』（1959 年 3 月，
5 頁）。
52） 杨时展，前掲書 1，27 頁。
53） 久野，前掲 23，36 頁。
54） 訳文は次の通り。「獨是處理銀行簿記之法。不但以金錢爲主




9 9 9 9 9
即日記帳中
9 9 9 9
已成金錢出納帳之性質




9 9 9 9 9 9 9 9 9
初學有因此滋惑者。其實此非金錢有特




















60） 森川，前掲書 20，51-54 頁。
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